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セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
は
、

ア
ジ
ャ
ス
ト
社
の
横
溝
宏
昌

代
表
取
締
役
が
同
社
に
つ
い

て
、
「
１
９
８
０
年
の
創
立

以
来
、
保
険
業
界
向
け
の
医

療
情
報
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
き
た
。
そ
の

中
で
培
っ
て
き
た
医
療
・
保

険
分
野
に
お
け
る
豊
富
な
知

識
と
経
験
か
ら
各
医
学
会
で

活
躍
す
る
専
門
医
の
見
解
に

基
づ
き
、
客
観
的
で
信
頼
性

の
高
い
医
療
情
報
を
提
供
し

て
い
る
」
と
紹
介
。
こ
れ
ま

で
複
数
の
特
許
を
取
得
し
て

い
る
こ
と
、
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

　
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
」

は
、
診
療
明
細
書
か
ら
抽
出

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
情
報
に
対

し
、
コ
ー
ド
付
与
お
よ
び
病

名
導
出
を
行
い
支
払
可
否
判

定
に
必
要
な
傷
病
名
情
報

（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―
10
な
ど
）
、
手

術
情
報
（
Ｋ
コ
ー
ド
）
な
ど

を
抽
出
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
シ
ナ
モ
ン
社
の
平
野
未
来

代
表
取
締
役
は
、
同
社
の
Ｐ

ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ
「
誰
も
が
新

し
い
未
来
を
描
こ
う
と
思
え

る
、
創
造
あ
ふ
れ
る
世
界

を
、
Ａ
Ｉ
と
共
に
」
を
示

し
、
世
界
レ
ベ
ル
の
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
な
巨
大
企
業
と
の
取
引
が

多
数
あ
り
、

技
術
・
戦
略

論
双
方
で
最

先
端
を
志
向

し
て
い
る
こ

と
や
、
専
門

知
識
を
生
か

し
た
知
識
処

理
技
術
で
差

別
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し

た
。
今
回
の

サ
ー
ビ
ス
で

使
わ
れ
て
い
る
同
社
の
Ｆ
ｌ

ａ
ｘ
　
Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
の

特
長
に
つ
い
て
は
、
「
非
定

型
帳
票
で
も
特
徴
量
を
学
習

す
る
こ
と
に
よ
り
項
目
を
特

定
し
、
読
み
取
り
を
実
現
で

き
る
」
と
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
横
溝
氏
と
平
野

氏
に
よ
る
対
談
で
は
、
横
溝

氏
が
「
は
な
さ
く
生
命
さ
ま

か
ら
『
診
療
明
細
書
を
活
用

し
て
契
約
者
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
た
い
』
と
の
話
が
あ

り
、
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
技
術
を

必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、

シ
ナ
モ
ン
社
を
ご
紹
介
し
よ

う
と
考
え
た
」
と
、
平
野
氏

が
「
ア
ジ
ャ
ス
ト
社
は
、
診

療
明
細
書
か
ら
デ
ー
タ
化
す

る
こ
と
に
長
年
取
り
組
み
特

許
も
取
得
し
て
い
る
。
両
社

が
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
に
違

い
が
あ
り
協
業
で
き
る
と
思

っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
生

保
業
界
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
「
診
療
明
細
書
を
用
い

た
保
険
金
支
払
い
は
７
～
８

割
程
度
実
現
で
き
る
の
で
は

な
い
か
」
（
横
溝
氏
）
、

「
診
療
明
細
書
、
診
断
書
、

電
子
カ
ル
テ
、
看
護
記
録
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
の
読
み
取
り
で
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
（
平
野
氏
）
な

ど
と
展
望
し
た
。

　
そ
の
後
、
は
な
さ
く
生
命

Ｃ
Ｓ
戦
略
部
の
西
藤
泰
輝
部

長
が
「
給
付
金
請
求
オ
ン
ラ

イ
ン
完
結
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ

い
て
講
演
。
日
本
生
命
１
０

０
％
子
会
社
と
し
て
19
年
4

月
に
営
業
を
開
始
し
た
こ

と
、
陣
容
は
当
初
の
１
０
０

人
か
ら
現
在
で
は
３
０
０
人

超
に
な
っ
て
お
り
、
19
年
か

ら
21
年
に
か
け
て
事
業
拡
大

（
商
品
・
チ
ャ
ネ
ル
）
を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
開
発
に
注
力

し
、
事
務
量
増
加
を
見
越
し

た
事
務
体
制
の
強
化
に
も
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
説
明

し
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｓ
戦
略

部
が
事
務
・
シ
ス
テ
ム
領
域

全
般
を
担
当
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
保
有
契
約
数
の

増
加
等
に
伴
い
支
払
い
に
係

る
事
務
量
が
増
え
た
こ
と
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
非
対

面
ニ
ー
ズ
や
ウ
ェ
ブ
上
で
ダ

イ
レ
ク
ト
に
完
結
す
る
手
続

に
関
す
る
お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
を
受
け
、
「
ウ
ェ

ブ
経
由
で
お
客
さ
ま
自
身
に

完
結
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を

目
指
し
た
」
と
開
発
背
景
も

語
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
ス

マ
ホ
で
撮
影
・
確
認
す
る
だ

け
で
簡
単
に
手
続
き
で
き
る

よ
う
入
力
項
目
を
減
ら
す
、

待
ち
時
間
を
短
く
す
る
、
手

続
き
情
報
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
支
払
査
定
を
行
う
」
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
と

い
う
。
実
際
の
請
求
フ
ロ
ー

は
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
ロ
グ
イ

ン
→
必
要
書
類
の
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
→
読
取
結
果
の
確
認
・

入
力
→
完
了
と
な
り
、
５
～

10
分
程
度
で
手
続
き
が
完
了

し
、
（
従
来
、
請
求
手
続
き

か
ら
１
週
間
程
度
か
か
っ
て

い
た
）
給
付
金
の
支
払
い
が

最
短
で
翌
日
に
短
縮
さ
れ
て

い
る
。
西
藤
氏
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
支
払

い
に
も
い
ち
早
く
対
応
し
た

こ
と
で
大
き
な
成
果
に
つ
な

が
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る

操
作
性
向
上
を
目
指
し
、
３

社
共
同
で
精
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
語
っ
た
。

　
実
務
担
当
者
に
よ
る
対
談

は
、
は
な
さ
く
生
命
Ｃ
Ｓ
戦

略
部
の
辻
拓
実
課
長
補
佐
、

シ
ナ
モ
ン
社
カ
ス
タ
マ
ー
サ

ク
セ
ス
部
の
坂
田
哲
部
長
、

ア
ジ
ャ
ス
ト
社
の
三
浦
良
太

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

部
長
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
「
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト

を
繰
り
返
し
て
改
善
に
取
り

組
ん
だ
」
（
辻
氏
）
、
「
お

客
さ
ま
や
事
務
担
当
者
に
お

け
る
意
識
の
齟
齬
（
そ
ご
）

の
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

た
」
（
坂
田
氏
）
、
「
契
約

者
に
と
っ
て
傷
病
名
を
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
傷
病
名

数
を
減
ら
し
た
が
、
そ
の
絞

り
込
み
に
苦
労
し
た
」
（
三

浦
氏
）
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に

触
れ
、
辻
氏
は
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
で
の
請
求
も
増
え
、
マ

イ
ペ
ー
ジ
で
の
手
続
き
に
誘

導
し
た
。
ピ
ー
ク
時
は
50
％

以
上
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
代
理
店
か
ら
も

好
評
だ
」
と
話
し
た
。
同
サ

ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
現

在
、
コ
ー
ド
付
与
や
Ａ
Ｉ
―

Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
さ
ら
な
る
精
度
改

善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
改

善
後
の
実
績
値
も
間
も
な
く

出
て
く
る
見
込
み
だ
。

　
今
後
に
向
け
て
３
社
は
、

「
自
動
支
払
い
、
事
務
の
効

率
化
な
ど
を
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
」
（
辻
氏
）
、

「
は
な
さ
く
生
命
や
ア
ジ
ャ

ス
ト
社
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
も
も
ら
い
な
が
ら
Ｏ
Ｃ

Ｒ
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
た

い
」
（
坂
田
氏
）
、
「
傷
病

名
導
出
の
役
割
を
向
上
さ
せ

た
い
。
仕
組
み
全
体
の
中
の

課
題
を
見
つ
け
て
改
善
に
つ

な
げ
た
い
」
（
三
浦
氏
）
と

意
欲
を
見
せ
た
。

シ
ス
テ
ム
開
発
背
景
、今
後
の
展
望
語
る

左から横溝氏、西藤氏、平野氏

左から平野氏、西藤氏、横溝氏

左から三浦氏、辻氏、坂田氏

「
支
払
い
査
定
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
」セ
ミ
ナ
ー
開
催

給
付
金
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
取
組
紹
介

　
は
な
さ
く
生
命
、
㈱
シ
ナ
モ
ン
、
㈱
ア
ジ
ャ
ス
ト
は
12
月
14
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
「
支
払
い
査
定
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
～
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
自
動
読
み
取

り
と
傷
病
コ
ー
ド
の
自
動
付
与
に
よ
る
給
付
金
オ
ン
ラ
イ
ン
完
結
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
～
」
を
録
画
配
信
で
開
催
し
た
。
は
な
さ
く
生
命
は
、
２
０
２
２
年
６
月

28
日
か
ら
「
給
付
金
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
手
続
き
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
。
シ
ナ

モ
ン
社
（
Ｆ
ｌ
ａ
ｘ
　
Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
）
と
ア
ジ
ャ
ス
ト
社
（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

　
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
ｇ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
）
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
同
仕
組
み
は
、
サ
ー
ビ

ス
開
始
当
初
に
掲
げ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の
利
用
率
を
全
体
の
35
％
に
す

る
」
を
短
期
間
で
大
幅
に
上
回
り
、
９
月
時
点
で
の
利
用
率
は
50
％
を
超
え

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
リ
リ
ー
ス
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

や
、
支
払
領
域
の
Ｄ
Ｘ
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
詳
し
く
紹
介
し
た
。

はなさく生命、シナモン、アジャスト


